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ニュースレター【事務局情報】 「道場 3」の室温低下にトリプル効果！ 

北見市武道館の熱中症防止とし

て行った 3っの対策「❶大窓から

の直射日光の遮断：大窓（2F階段

横）を３枚のパーテーションで覆

い、西日の直射日光を遮る ❷冷風

装置の設置：サーキュレーターと

ビニール袋を繋ぎ合わせたダクト

で 1 階の冷気を 2 階へ送る ❸天

窓からの直射日光の遮断：遮光ネットを天窓と屋根裏の明り取り窓の

中間に張り詰め、直射日光を遮断」を行うことで道場内の温度と湿度

を下げることに成功しました。日差しが強く室内温度が 35度と高くな

りがちな 2階「道場 3」を利用する団体からは「とても快適です」と好

評です。様子を視に来た北見市教育委員会スポーツ課の小畠係長も「予

想以上だった！」と高評価です。北見市武道館では、今後も利用者の要望に応えることができるよう工

夫を凝らし低コストで快適な環境整備に努めていきたいと励んでいます。〈佐藤〉 

連載 「武道宝鑑」第２弾 磯貝 一 <柔道指導の心得>二、指導上に心得べきこと 

○個性の尊重３  かかる場合、こういう修行者
しゅぎょうしゃ

に対し、無理に、早くから本筋
ほんすじ

に入れようとすると却
かえ

って其人の特徴
とくちょう

を失うことになる。指導者の注意
ちゅうい

すべきはこの点である。たとえば同じ技にしても、人
ひと

によっていろいろの様式があり、稽古
け い こ

の上にもさまざまの態度があるが、最初からこれを矯めて完全
かんぜん

な

ものにしようとすると、その人の特徴
とくちょう

は萎靡
い び

して了ふ。故に、その特徴とも云うべき点
てん

は、悪く不正な

ものでない限り、それを十分
ぶん

に伸ばして行き、適当な時期を見て、これを正しく指導
し ど う

しなければならな

い。不思議なのは、大成
たいせい

する士に限って大抵最初から円満な発達
はったつ

は少ないもので、なぜか人の違
ちが

った特

徴を持っているもの、最初から本筋であるものは、そのまゝ勉
つと

めて怠
おこた

らねば精妙
みょう

に達し得る譯
わけ

である

が、何ういうものか、かゝる人は概ね鍛錬
たんれん

が足らずに終わるというような傾向を持ち易
やす

く、却
かえ

って最初、

偏った傾向を持った人の方が、百錬萬鍛して、ついに圓熟の境に入
い

るものである。併し、茲
ここ

に考うえべ

きは、かかる特徴のある修行者は、ややもすれば自己の技が相手
あ い て

を倒し得るというような考えに囚
とら

われ

て、いつまでも無理を通すというようなけいこうを持ち易いことである。茲
ここ

に指導の必要が生じてくる。

即ち前者に対しては、小成に満足せしめず、あくまでも勇猛心を振起させ、蘊奧
うんおく

に到達
とうたつ

せしめねばなら

ぬし、後者に対しては適当
てきとう

な機会を失わせず本筋を悟らしむよう指導しなければならぬ。 

勿論、以上のことと雖
いえど

も、柔道修行上の原則を無視してもよいというものではなく、修行上通有の

原則
げんそく

の上に立つて、以上のような指導
し ど う

方法
ほうほう

をとるということである。つづく 
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